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社会科教育 

 

社会的事象の意味を多角的に考える力を育成する指導の工夫 
― 多様な気付きを生み、学びの深まりを促す単元内自由進度学習を通して ― 
 

東広島市立平岩小学校 河田 幸法 

 

研究の要約 

本研究は、社会的事象の意味を多角的に考える力を育成する指導の工夫について考察したものである。

文献研究から、本研究における「社会的事象の意味を多角的に考える力」を「地域の人々や国民の生活と

関連付けて捉えた社会的事象の社会における働きや役割などを、複数の立場や意見を踏まえて捉える力」

と設定した。この力を育成するために、児童にとって身近な社会的事象を取り上げ、ルーブリックの活用

を通して、多様な気付きを生み、学びの深まりを促す単元内自由進度学習を展開する単元開発を行い、検

証授業を行った。その結果、社会的事象の社会における働きや役割などを、複数の立場や意見を踏まえて

考える様子が見られた。このことから、多様な気付きを生み、学びの深まりを促す単元内自由進度学習を

行うことは、社会的事象の意味を多角的に考える力を育成する上で有効であることが分かった。 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援

学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等につ

いて（答申）（平成28年）では、社会科、地理歴史

科、公民科の課題の一つとして「主体的に社会の形

成に参画しようとする態度や、資料から読み取った

情報を基にして社会的事象の特色や意味などについ

て比較したり関連付けたり多面的・多角的に考察し

たりして表現する力の育成が不十分である」1) 点が

指摘されている。この指摘は所属校の課題とも重な

る。所属校では、全国学力・学習状況調査質問紙

（令和６年度実施）において表１のような結果が得

られた。肯定的評価及びそのうちの強肯定の割合が

ともに県平均よりも低い。この結果から、社会的事

象への関心が低いことや、多様な気付きや学びの深

まりを児童が実感できていないことが分かる。ま

た、昨年度実践した授業の単元学習後の振り返りの

記述において、社会的事象に対する感想のみに留ま

り、社会的事象の意味を多角的に記述することが苦

手な児童が多い。 

これまでの自身の社会科指導を分析すると、資料

の読み取りや問いに対する答えを考える学習活動が

多く、様々な立場に立って社会的事象の意味を多角

的に考え、表現する学習活動が少なかった。また、

資料の読み取りに時間をかけ、思考する時間を十分

に確保できていなかった。そのため、社会的事象へ

の関心が低く、多様な気付きが生まれにくく、学び

の深まりを実感できないことから、社会的事象の意

味を多角的に考えることに苦手意識をもつ児童が多

い要因となっていると考える。そこで、本研究で

は、上記の課題を克服するために単元内自由進度学

習を取り入れる。単元内自由進度学習を行うこと

で、児童が自分に合った学び方を選んで主体的に考

えたり、思考する時間を確保したりできる。加え

て、ルーブリックを開発し、適切な形成的評価とフ

ィードバックを行えば、児童が個別の課題追究場面

において、主体的に社会科の見方・考え方を働か

せ、社会的事象に対して多様な気付きを生み出すこ

とにつながり、児童同士や児童・教師間での対話の

質が高まることで学びの深まりを促し、多角的に考

える力を育成できると考えた。 

 
表１ 令和６年度「全国学力・学習状況調査質問紙」の結果 

の一部抜粋 

質問項目 肯定的評価 強肯定評価 

地域や社会をよくするために何か 

してみたいと思いますか。 
82.7％ 

(県 84.9％) 
28.0％ 

(県 37.1％) 

学級の友達との間で話し合う活動

を通じて、自分の考えを深めた

り、新たな考え方に気付いたりす

ることができている。 

81.3％ 
(県 87.9％) 

32.0％ 
(県 44.2％) 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 社会的事象の意味を多角的に考える力とは 

「社会的事象の意味」について、小学校学習指導

要領（平成29年告示）解説社会編では、「社会的事

象の仕組みや働きなどを地域の人々や国民の生活と

関連付けることで捉えることができる社会的事象の

社会における働き、国民にとっての役割などであ
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り、それは、産業が国民生活に果たす役割、情報化

が国民生活に及ぼす影響、国民生活の安定と向上を

図る政治の働きなどに表されるものである。」2)と示

されている。 

「多角的に考える」について、小学校学習指導要

領（平成29年告示）解説社会編では、「児童が複数

の立場や意見を踏まえて考えること」3)と示されて

いる。 

これらを踏まえ、「社会的事象の意味を多角的に

考える力」とは、地域の人々や国民の生活と関連付

けて捉えた社会的事象の社会における働きや役割な

どを、複数の立場や意見を踏まえて捉える力と定義

する。 

 

Ⅲ 社会的事象の意味を多角的に考える力の育成の

ための手立て 

 

１ 社会科における多様な気付きを生み、学びの深

まりを促すとは 

(1) 多様な気付きとは 

 小学校学習指導要領（昭和52年告示）解説社会編

では、生活科が誕生する以前の第１・２学年の社会

科の目標として、第１学年では「自分たちの生活を

支えている人々の仕事や施設などのはたらきに気付

かせ、社会の一員としての意識をもつようにさせ

る。」、第２学年では「職業としての仕事に携わって

いる人々はそれぞれ工夫していることや、それらの

仕事は自分たちの生活にとって必要なものであるこ

とに気付かせる。」4)と示されており、身の回りの社

会的事象に対する気付きが大切にされていた。この

ように現在の社会科は、かつての低学年社会科で求

められていた身の回りの社会的事象に対する気付き

が生活科へと引き継がれ、第３学年以降の社会科で

も気付きを大切にした教科の学びが行われている。 

小学校の社会科において「気付き」は、児童が身

の回りの社会に関心をもち、自ら学びを深めていく

上で重要な観点である。本研究では、社会科におけ

る気付きを時間軸の違いから、「学習内容に関する

気付き」、「学習過程に関する気付き」、「実生活に結

び付けた気付き」の三つに分類して定義する。「学

習内容に関する気付き」とは、例えば、１時間分の

授業内で学んだ社会的事象に対して疑問や自分の考

えをもったり、社会的事象を相互に関連付けたりす

ることである。「学習過程に関する気付き」とは、

例えば、社会的事象を単元内での既習事項等に関連

付けることである。「実生活に結び付けた気付き」

とは、例えば、社会的事象を既習の単元における学

習内容と関連付けたり、自分の身の回りの出来事や

生活経験と結び付けたりすることである。 

これらのことを踏まえ、社会科における多様な気

付きとは、「様々な時間軸の中で、社会的事象につ

いて思考した結果、自ら分かったことや捉えたこ

と、疑問に思ったこと」と定義する。 

(2) 学びの深まりとは 

和歌山大学教育学部附属小学校（2017）は、「「学

びの深まり」とは、他者とかかわることの中で、概

念化したり再構成したりすることで自己の変容を認

識する過程」5)としている。 

また、社会科における学びの深まりについて、澤

井陽介（2017）は、「身に付けた見方・考え方をも

とに、次の社会的事象を捉えていくことを繰り返し

ていくことが重要で、見方・考え方は生かすことで

身に付き、角度を変えて見たり別な社会的事象に転

移・応用されてはじめて、深まっていく」6)と述べ

ている。先述の三つの気付きが、比較したり、総合

したりして関連付けるという見方・考え方の基にな

り、学びの深まりを促す大切な要素だと考えられ

る。これらの先行研究と前項における多様な気付き

の整理を踏まえ、社会科における学びの深まりと

は、「社会的事象に対する多様な気付きを通して、

見方・考え方を働かせながら、鍛え、社会的事象の

意味を概念化したり再構築したりすること」と定義

する。 

(3) 社会科における多様な気付きを生み、学びの深

まりを促すとは 

澤井（2013）は、社会的事象の意味は「単元ある

いは小単元の学習を通して、最終的に身に付ける知

識」7)と述べている。これは知識の構造図におけ

る、概念的知識と考えられる(1）。知識の構造図の考

え方を基にすれば、単元あるいは小単元で最終的に

身に付けさせる知識は、単元内の１時間ごとの記述

的知識の集合体である。つまり、１時間１時間の積

み重ねによって、社会的事象の理解が育まれる。１

時間ごとに社会的事象の意味を様々な立場から捉え

させることで、単元でおさえるべき社会的事象の意

味も多角的に捉えさせることができると考える。 

社会科における多様な気付きを生み、学びの深ま

りを促すことが、社会的事象の意味を多角的に考え

る力の育成にどのようにつながるのかを図１に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ 社会的事象の意味を多角的に考える力の育成過程 
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まず、児童は社会的事象に出会い（①）、記述的

知識を獲得する（②）。その後、社会的事象を相互

に関連付ける等の学習内容に関する気付きが生まれ

（③）、社会的事象の意味を概念化し、概念的知識

を得る（④）。①～④の過程は前述の澤井（2013）

の整理とも対応する。④で獲得した概念的知識を活

用し、社会的な見方・考え方を働かせて、次の社会

的事象を捉えていくことで、学習過程に関する気付

きが生まれる（⑤）。このような学習を繰り返すこ

とで、実生活に結び付けた気付きが生まれ（⑥）、

学びが深まり、概念的知識が再構成される（⑦）。

再構成された概念的知識を活用し、社会的事象を

様々な角度から捉えることができるようになること

で、社会的事象の意味を多角的に考える力を育成で

きる（⑧）。⑤～⑧の過程は前述の澤井（2017）の

整理とも対応する。 

 

２ 単元内自由進度学習の進め方について 

(1) 単元内自由進度学習について 

ア 単元内自由進度学習とは 

中央教育審議会答申（令和３年）「「令和の日本型

学校教育」の構築を目指して」では、「各学校にお

いては、教科等の特質に応じ、地域・学校や児童生

徒の実情を踏まえながら、授業の中で「個別最適な

学び」の成果を「協働的な学び」に生かし、更にそ

の成果を「個別最適な学び」に還元するなど、「個

別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実

し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

授業改善につなげていくことが必要である。」8)と述

べている。 

奈須正裕（2021）は、個別最適な学びを実現する

ための学習方法として、単元内自由進度学習を「学

習の手引き、学習カード、発展学習、学習環境」の

四点をベースに提唱している。一単元分の学習時間

をまるごと子供一人一人に委ね、各自が自分に最適

な学習計画を立案し、自らの責任と判断で自由に学

んでいくとしている。自己決定学習として、順序選

択型、課題選択型、課題設定型の三種類があると述

べている（2）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属校では、奈須（2021）の理論を基にして、単

元内自由進度学習を行っており、本研究でも、奈須

（2021）の理論を基にして研究を行う。また、最も

児童にとって負荷が小さいながらも、多角的に考え

る力を育成するのに効果的と考えられるため、順序

選択型を取り入れる。順序選択型を通して、自分に

合った順番や学び方を選んで主体的に考えたり、思

考する時間を確保したりすることで、多様な気付き

を生み、学びの深まりを促す。 

イ 社会科における単元内自由進度学習の具体 

社会科における単元内自由進度学習は、一斉授業

と個別の課題追究を組み合わせて、社会的事象の意

味を多角的に考えていく。そのため、まず、一斉授

業で児童は社会的事象に出会い、気付きや疑問をも

ったうえで、単元を貫く問いを共有する。その後の

個別の課題追究では、自分に合った順番や学び方を

選んで、単元を貫く問いに対する答えを考える。個

別の課題追究を経て生まれた多様な気付きを一斉学

習の場面で共有し、協働的に学ぶことで対話の質が

向上し、学びが深まる。このように単元内自由進度

学習を通じて、児童は単元を貫く問いに対する答え

を考えることで、社会的事象の意味を多角的に考え

る力を獲得する。 

これまでの一斉授業のみの単元構成では、児童が

多様な気付きを得ることに難しさがあった。一斉授

業では、単元内の１時間ごとに身に付けさせたい力

に合わせた、各時のめあての設定や資料提示、発問

が行われていた。そのような中では、児童は気付い

たことを発言したいという気持ちをもっていても、

時間や授業の進行の都合上、発言することができな

いことも多くあった。また、学級の全員の前では、

恥ずかしくて発言できないという児童もいた。結

果、児童は学習に対して受け身になり、気付きを交

流する時間の確保にも制限があることから、多様な

気付きが生まれにくかった。教師にとっても、各時

のめあてが設定されているため、児童が単元の学習

や生活経験と関連付けたよい気付きをしても、取り

上げて共有することができなかった。振り返り場面

でも、児童は実際には多様な気付きをしているもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 開発した単元の流れ 
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の各時のめあてに即したものしか書くことができ

ず、教師も評価できなかった。 

一方、順序選択型を取り入れた単元内自由進度学

習を行うと、児童は一斉授業における１時間という

時間的制限を超えて、自分が興味や関心をもったこ

とを調べたり、話しやすい友だちと対話的な学びを

したりする中で、多様な気付きを生むことができ

る。しかし、児童の中には、振り返りの記述が社会

的事象に対する感想のみに留まり、その意味を多角

的に記述することが苦手な児童も多いため、児童の

気付きや学びをルーブリックを用いて評価し、各児

童や教室全体へフィードバックを行うことで、次時

の学習における児童の多様な気付きを一層促すこと

ができる。このように開発した単元の流れを図２に

示す。 

図２に整理したように、個別の課題追究では、児

童の学習と振り返りに対して、教師がルーブリック

を基にした評価とフィードバックを行う。振り返り

の記述が感想に留まる児童に対しては、教師が理解

してほしい内容や、意識してほしい立場を示す等の

フィードバックを行う。この過程を繰り返すこと

で、児童は記述的知識を確実に習得し、社会的事象

の意味を多様な立場から捉えられるようになる。こ

のように、単元内自由進度学習における個別の課題

追究の過程で適切な形成的評価を行い、社会科の見

方・考え方を働かせた子供同士が学び合うことで、

結果的に対話の質が高くなり、学び合いを行う一斉

授業においても深い学びを生み出すという教育効果

が期待される。 

(2) 個別の課題追究場面における学びの姿を見取る

ルーブリックについて 

本研究では、社会的事象の意味を多角的に考える

力を育成する指導の工夫を目指すため、知識の定着

に向けた方向付けを図り、多角的な視点への足場掛

けを行うためのルーブリックを開発し、児童・教師

間で共有する。具体的には、単元内自由進度学習に

おける個別の課題追究場面において、毎時間の振り

返りカードに評価基準（表２）を設定し、４段階の

ルーブリックを活用した形成的評価を行う。さら

に、振り返りに対する教師のフィードバックに、児

童は返答を書き、振り返りの記述内容が教科のねら

いと一致しているのかを確認する。 

形成的評価を見取るルーブリックは、児童の振り

返りカードにおける記述内容が、単元内での学習が

進むにつれて記述的知識に加えて、先述した「学習

内容に関する気付き」、「学習過程に関する気付

き」、「実生活に結び付けた気付き」の三つのう

ち、より長い時間軸の中での気付きがもたらされる

ように促し、学習内容や生活経験との関連付けを図

るものである。このルーブリックは単元の初めに児

童に提示し、共有するもののため、児童に分かりや

すい表現で示している。 
 

表２ 単元内自由進度学習で児童・教師間で共有するルーブ

リック（形成的評価） 

 評価基準 

① 今日（１時間）の学習内容をこれまでに学習した単元

での学習内容や、自分の身の回りの出来事・生活経験

と関連付け、そう考えた理由とともに書いている。 

② 今日（１時間）の学習内容を単元内でこれまでの授業

で学習した内容等に関連付け、そう考えた理由ととも

に書いている。 

③ 今日（１時間）の学習内容を疑問や自分の考えと関連

付け、そう考えた理由とともに書いている。 

④ 今日（１時間）の学習の感想のみを書いている。 

 

Ⅳ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

ルーブリックの活用を通して児童の多様な気付き

を生み、学びの深まりを促す単元内自由進度学習を

行えば、児童の社会的事象の意味を多角的に考える

力を育成することができるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について、表３に示す。 

 
表３ 検証の視点と方法 

 検証の視点 検証の方法 

１  社会的事象の意味を多角的に

考える力を育成することができ

たか。 

・ポストテスト 

２  多様な気付きを生み、学びの

深まりを促す単元内自由進度学

習は、社会的事象の意味を多角

的に考える力を育成する手立て

として有効であったか。 

・児童アンケート 

（単元実施前後） 

・児童のワークシートや振

り返りの記述 

 

 

Ⅴ 開発・実践した授業の実際  

 

１ 研究授業の概要 

〇 期 間 令和７年６月16日～６月26日 

〇 対 象 所属校第４学年（１学級26人） 

〇 単元名 ごみの処理と利用 

〇 目 標  

ごみの処理の仕組や再利用、地域の人々の協力な 

どに着目して、これらの事業が地域の人々の健康な

生活や良好な生活環境の維持と向上に役立っている

ことを理解できるようにするとともに、ごみの減少

のための取組を考えることを通して、社会的事象の

意味を多角的に考える力を身に付けさせる。 

〇 単元計画（全11時間） 

本研究では、奈須の学習の手引きに基付いた順序 
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選択型の単元計画を設定し、その単元計画を表４に

示す。 
表４ 単元計画（全11時間） 

次 時 〇学習活動 学習課題 ☆視点 

一
【
一
斉
】 

２ 

〇家庭のごみ調べを行い、学習計画を立てる。【主】 

わたしたちの家は、どのようなごみを、どれくらい出してい

るのだろうか。 ☆生活者・収集する人 

二
【
個
別
の
課
題
追
究
】 

２ 

〇燃やせるごみの処理や、資源になるごみの再利用につい

て調べ、まとめる。【知】 

分別して出され、収集されたごみは、どのようにして処理さ

れるのでしょうか。 ☆処理する人 

２ 

〇ごみ処理がかかえる問題に対する東広島市の取組を調

べ、まとめる。【知】 

東広島市は、どのようにしてごみ処理がかかえる問題に取

り組んでいるだろうか。 ☆市役所の人 

２ 

〇ごみを減らすために、地域やお店の取組を調べ、まとめ

る。【知】 

地域やお店は、どのようにしてごみ処理がかかえる問題に

取り組んでいるだろうか。 ☆地域の人・お店の人 

三
【
一
斉
】 

１ 

〇ごみを減らすために、自治体がごみ袋の有料化を行って

いる意味について考える。【思】 

なぜ、市によってごみ袋の値段が違うのだろうか。 

☆生活者・収集する人・処理する人・市役所の人 

地域の人・お店の人 

（パフォーマンス課題） 

ごみ袋の有料化について、あなたはどの自治体の仕組み

がよいと思いますか。理由を付けて考えましょう。 

 

 

 

 

 

１ 

〇ごみを減らすために、自分たちがどのようなことをすると

よいかを考える。【思】 

現在のごみ処理がかかえる問題に対して、どのようなこと

をしていけばよいだろうか。 ☆生活者 

１ 

〇ごみの問題を SDGs の視点から調べ、地球に住む一人

として自分たちができることを考える。【主】 

ごみを減らすための自分たちの意識や行動が、SDGｓのど

の目標につながっているのだろうか。☆生活者 

 

単元計画を学習の手引きと呼び、児童には単元の 

始めに提示する。実際の学習の手引きには、表４に

示している学習課題の参考となる、教科書のページ

数や学習コーナーなどを記載している。 

なお、第４学年の目標に「多角的」の語が入って

いないにも関わらず、この力を育成する指導の工夫

に関する研究を行うのは、社会科全体の目標に「多

角的」が明記されており、小学校学習指導要領解説

（平成29年告示）における内容の取扱いについての

配慮事項に、多角的が取り上げられていることを踏

まえつつ、所属校において、社会的事象について多

角的に捉え、学び合うことに第３学年から取り組ん

でおり、伝統的に研究を進めてきたためである。 

 

２ 社会的事象の意味を多角的に考える力を育成す

る学習指導の具体 

(1) 社会的事象の意味の具体 

本単元では、東広島市を例に、自治体はごみ収集 

のきまりを定め、分別収集や有料収集を実施してい

ることを学習する。近年の人口増加にも関わらず、

家庭ごみの排出量は大きな変化がなく、企業や市民

に３Ｒ活動の推進を呼び掛け、計画的・協力的にご

み処理の削減に努めているという、社会的事象の働

きや役割などを学ぶことができる。加えて、家庭ご

みは児童にとって身近な社会的事象であり、自分た

ち一人一人の意識と行動により、 家庭ごみのさら

なる減量化・資源化という形で、最終処分場の残存

容量の問題や、プラスチックゴミによる海洋汚染問

題という社会が抱える問題への取組へとつながるこ

とにも気付くことができる。このような学習を基に

して、ごみの処理が抱える問題という社会的事象に

対して、様々な立場に立って考えることを通して、

社会的事象の意味を多角的に考える力を育成するこ

とができると考えた。 

(2) 単元内自由進度学習の具体 

ア 単元を貫く問いを考える導入の具体 

 第一次では、一斉授業で家庭のごみ調べの結果を

基に、「わたしたちの健康な生活を守るために、ご

み処理はどのように進められているだろうか。ま

た、ごみ問題に対してどのようなことをしていけば

よいだろうか。」という単元を貫く問いを立てて学

習を行った。学習の流れについては、導入で家庭ご

みの出し方の分別表を提示し、なぜ、わたしたちは

ごみを細かく分別して出さないといけないのかを考

えさせた。その後、違反ごみの開封調査を実施した

自治体を取り上げ、分別を徹底する背景や目的につ

いて捉えさせた。 

イ 個別の課題追究の具体 

 第二次では、個別の課題追究でごみの処理や再利

用の仕組、ごみ処理に関する東広島市の取組、ごみ

を減らすための地域やお店の取組を調べる学習を行

った。児童は表４の単元計画（学習の手引き）を基

にして、ワークシートや学習コーナー、発展コーナ

ーに取り組んだ。ワークシートや学習コーナー、発

展コーナーでは、生活する人だけでなく、収集する

人、処理する人、市役所の人、地域の人、お店の人

などの様々な立場に立って考える設問を取り入れ

た。また、実際に東広島市で行われている取組の学

習コーナーや発展コーナーを体験することで、実生

活と結び付けて考えさせた。 
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ウ 多角的に考える力を発揮する学び合いの具体 

第三次９時間目の検証授業（一斉授業）では、個

別の課題追究で学習したことを基に、ごみを減らす

ために自治体がごみ袋の有料化を行っている意味を

考えることをねらいとして、「なぜ、市によってご

み袋の値段が違うのだろうか。」という問いを提示

して学習を行った。学習の流れについては、導入で

ごみ袋の有料化に対する三つの自治体の取組を提示

し、パフォーマンス課題として「ごみ袋の有料化に

ついて、あなたはどの自治体の仕組がよいと思いま

すか。理由を付けて考えましょう。」と問い、授業

前半で、個人思考の時間を設けた。その後、班で考

えを交流した後に、全体交流を行った。授業後半

で、もう一度、同じパフォーマンス課題に対して、

個人思考の時間を設けた。パフォーマンス課題をポ

ストテストとし、見取るルーブリックは、表５のよ

うに設定し、社会的事象の意味に対する自分の考え

を多角的な視点から記述するものとする。このルー

ブリックは教師が授業後半の児童の記述を評価する

際に使用するため、授業実践を行う第４学年「ごみ

の処理と利用」の単元の目標である「廃棄物を処理

する事業は、衛生的な処理や資源の有効利用ができ

るよう進められていることや、生活環境の維持と向

上に役立っていることを理解する」9)ことを多角的

な視点に立って考えることに即した評価基準とし

た。なお、表５は児童と事前には共有していない。 

 
表５ 検証授業で課すパフォーマンス課題を見取るために教 

師が使用するルーブリック 

 評価基準 

Ａ 自治体によってごみ袋の値段が違うという社会的事象

の意味を、生活者や収集する人、処理する人、市役

所、地域の人、お店の人等の複数の立場に立って考

え、立場によって優先する判断基準が異なることを踏

まえて書いている。 

Ｂ 自治体によってごみ袋の値段が違うという社会的事象

の意味を、生活者や収集する人、処理する人、市役

所、地域の人、お店の人等の中から複数の立場に立っ

て考えて書いている。 

Ｃ 自治体によってごみ袋の値段が違うという社会的事象

の意味を、生活者の立場に立って考えて書いている。 

Ｄ 自治体によってごみ袋の値段が違うという社会的事象

に対する感想の記述に留まっている。 
 
Ⅵ 分析と考察 

 

１ 社会的事象の意味を多角的に考える力を育成す

ることができたか 

検証授業の前半と後半で、表４に示すパフォーマ

ンス課題を実施し、ポストテストとした。ポストテ

ストでは、前半と後半で、自治体によってごみ袋の

値段が違うという社会的事象の意味を、様々な立場

の考え方を踏まえた記述であるか見取ることを目的

としている。表５のルーブリックを基に各児童の記

述を二人の教師でピアチェックを行い、評価したポ

ストテストの結果を集計したものを表６に示す。 
 

表６ ポストテストの結果（ｎ＝24人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６を見ると、授業前半の段階で、Ａ評価２人、

Ｂ評価11人と学級全体の約５割の児童が社会的事象

の意味を多角的に考えることができた。これは、個

別の課題追究を通じた学びの成果と考えられる。教

師がルーブリックを基にした形成的評価とフィード

バックを繰り返すことで、児童は記述的知識を確実

に習得し、社会的事象の意味を多様な立場から捉え

られるようになった。また、授業後半で、Ｃ評価か

ら６人の児童がＢ評価に、１人の児童がＡ評価に上

がり、Ｂ評価から６人の児童がＡ評価に上がり、社

会的事象の意味を多角的な視点から考えることがで

きた。授業後半にＡ評価７人、Ｂ評価13人と学級全

体の約８割の児童が、社会的事象の意味を多角的に

考えることができた。「多角的」は第５学年からの

目標であることを考慮すると、本実践には一定の成

果があったといえる。その要因を探るため、ポスト

テストの授業前半と授業後半の評価がＢ評価からＡ

評価に上がった児童ａ、Ｃ評価からＢ評価に上がっ

た児童ｂの記述を表７に示し、児童の社会的事象の

意味を多角的に考える力が高まった要因を次項で詳

しく述べる。 

 

表７ 児童ａ、ｂのポストテストの記述 

 記述内容 

ａ
（
Ｂ
評
価→

Ａ
評
価
） 

わたしは、東広島市がいいと思います。理由はもやせ

るごみのふくろの家庭用も事業用にもお金がかかって

いるけどリサイクルのためにふくろのどっちにもお金

を使っているから生活や自然にもいいと思うからで

す。 

↓ 

東広島市がいいと思います。理由はしょりする人、し

ゅう集する人、市役所の人たちのごみのリサイクルの

ために出すお金だからおれいの気持ちでお金を出して

しょりする人たちががんばれるようにするためだから

このまま続けたいです。  
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ｂ
（
Ｃ
評
価→

Ｂ
評
価
） 

東広島市がいいと思う。理由は、もやせるごみの袋代

（事業用）をくらべると、東広島市のほうが、金がく

がやすいから。 
↓ 

広島市がいいと思う。理由は、家庭ようは、０円でご

みをいっぱいだしちゃうけど、事業用は 1070 円で高い

お金がかかるけど、家庭ではごみがいっぱいでるか

ら、０円で事業では、そんなにごみがでないから、ち

ょうどいいから。 

 

２ 多様な気付きを生み、学びの深まりを促す単元

内自由進度学習は、社会的事象の意味を多角的に

考える力を育成する手立てとして有効であったか 

本研究では、単元内自由進度学習における個別の

課題追究場面でルーブリック（表２）を児童に提示

し、毎時間振り返りを書かせて、表２を基に形成的

評価を行った。形成的評価の結果を表８に示す。 

 
表８ 各時間の振り返りの結果（ｎ＝23人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表８を見ると、個別の課題追究の１時間目は④評

価20人、①評価１人から、６時間目は④評価３人、

①評価13人と向上した。児童ａの各時間の評価は

「④→③→③→②→①→①」、児童ｂの各時間の評

価は「④→③→③→③→②→②」と回数を重ねるご

とに向上していた。児童ａ、ｂの振り返りの記述を

表９に示す。 

児童ａ、ｂの振り返りの記述を見ると、1時間目

では社会的事象の感想のみに留まっている。しか

し、個別の課題追究の時間が進むにつれて、教師に

よるフィードバックとルーブリックを参考にして、

社会の見方・考え方を働かせ、多様な気付きを生

み、学びを深めることができていた。 

児童ａの５時間目の振り返りの記述を見ると、４

時間目の教師の「別の視点」というフィードバック

を効果的に生かして、多角的に考えている。さら

に、５時間目の児童ａの返答を見ると、ルーブリッ

クを基によく書けている児童の振り返りの記述を学

級全体で共有することは、教科のねらいを達成する

ことに加えて、児童の学習意欲の向上に効果的であ

ったことが分かる。 

児童ｂの５時間目の振り返りの記述を見ると、

「ごみぶくろにお金がかかる。」、「ごみぶくろを使

いたくなくなる。」、「ごみがへる。」という三つの社

会的事象に対する気付きを相互に関連付け、因果関

係を理解することができていた。 

児童ａ、ｂは、個別の課題追究で身に付けた多角

的に考える力をポストテストに転移させることがで

きた。また、ポストテストの前半から後半にかけ

て、友だちと協働的に学ぶことを通して、より多角

的な視点で考えることができ、後半でＡ評価やＢ評

価へとつながった。このように、個別の課題追究と

一斉授業を組み合わせた単元内自由進度学習は、社

会的事象の意味を多角的に考える力を育成すること

に一定の成果があったと考えられる。 
 

表９ 児童ａ、ｂの振り返りの記述 

ａ ふりかえり 先生から 
先生のコメント

をうけて 

１
時
間
目 

ごみのもやしたあとの工

夫を知れてなぜもやして

も、もえきれないごみが

あるのかがぎもんです。 

④ 

１回目からとてもよ

い気付きをしていま

すね。ルーブリック

をもとにするともっ

とよくなるよ。 

次はルーブリ

ックをもとに

し て か き ま

す。①と②を

めざしてがん

ばります。 

４
時
間
目 

ごみぶくろを買うのにお

金がかかってお金がなく

なるのがいやだけど、リ

サイクルのためだからが

んばりたいです。 

② 

ごみぶくろ有料化に

ついて、自分はいや

だけど、リサイクル

のためにという別な

してんがとてもよい

ですね！ 

お金はいやだ

けど、リサイ

クルのために

これからもが

んばります！ 

 

５
時
間
目 

いつもしょりする人やし

ゅう集する人、お店の人

がリサイクルをするため

にいろいろな活動をして

いて、わたしたちもみん

なで東広島市を守ったり

したいです。みんなとき

ょうりょくしてがんばり

たいです。 

① 

いろいろな立場の人

がごみ問題のために

きょうりょくしてい

ますね。東広島市を

守っていくためにが

んばってください。 

 

①になったの

で次も①にな

って、しょう

かいされるよ

うにがんばり

ます！！！ 

 

b ふりかえり 先生から 
先生のコメント

をうけて 

１
時
間
目 

パッカー車は、重いごみ

も、はこべるのですごい

なと思いました。 

 

④ 

パッカー車はすごい

ですね。ルーブリッ

クをもとにして書く

ともっとよくなりま

すよ。 

はい、これか

らは、ルーブ

リックをもと

にして書きま

す。 

 

２
時
間
目 

自分もごみをへらすため

に、リサイクルをしよう

と思いました。 

 

③ 

ごみをへらすためと

いう理由をつけてリ

サイクルについて書

いていてすごいで

す。なぜ、リサイク

ルしないといけない

かをこれまでのじゅ

ぎょうとむすびつけ

ると、よりよいで

す。 

どうやってか

けばいいか分

かりました。

ありがとうご

ざいます。 

 

５
時
間
目 

ごみぶくろにお金をかけ

ると、ごみぶくろをあま

りつかいたくなくなるか

ら、ごみがへると分かり

ました。 

 

② 

ふりかえりがとても

よくなりましたよ。

ごみぶくろを有料化

することで、ごみは

へりますね。 

ごみがへるこ

とによって、

市を守ること

ができます。 

 

 
Ⅶ 研究のまとめ  

 

１ 研究の成果 

○ 検証結果から、ルーブリックを児童・教師間で
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共有することで、児童に教科のねらいの達成に向

けた知識の方向付けを行うことができた。また、

児童の気付きや学びをルーブリックを用いて、教

師が評価し、フィードバックを行うことで、児童

に多様な気付きを生み、学びの深まりを促すこと

ができた。加えて、個別の課題追究と一斉授業を

組み合わせた単元内自由進度学習を行うことによ

り、児童の社会的事象の意味を多角的に考える力

を育成することに成果があった。 

 

２ 研究の課題 

○ 表６から、ポストテスト前半から後半にかけて

評価が下がった児童が５人いる。そのうち、Ｂ評

価やＣ評価からＤ評価に下がった児童３人は、感

想の記述のみに留まっている。要因として、班で

の話し合いがうまくいかなかったことや、班や全

体での考えの交流後に自分の考えを練り上げるこ

とが難しかったことが考えられる。また、個別の

課題追究では、ワークシートや、学習コーナー、

発展コーナー、形成的評価による教師のフィード

バックなど、多角的に考えるための様々な手立て

があったが、一斉授業での手立ての工夫が必要で

あると考える。 

○ 表８から、教師がフィードバックを行ったり、

声掛けをしたりしても、６時間目に今日（１時

間）の学習の感想のみを書いている、④評価の児

童が３人いたことは課題として挙げられる。④評

価の児童の記述式アンケートを見ると、個別の課

題追究に関して「まとめとかをかいていなかった

からむずかしかった。」と書いていた。当該児童

に聞き取りを行うと「一斉授業では、先生が黒板

にその時間の学習のまとめを黒板に書いてくれる

からよい。」と回答した。個別で学習していくこ

とに難しさを感じている児童に対する手立ての在

り方を考えていかないと、児童は学習に対して受

け身になってしまう。 

 

３ 成果と課題を踏まえた今後の方向性 

○ ルーブリックを活用することや、単元内自由進

度学習を行うことは、児童も様々な立場から考え

ることができたと実感し、ポストテストの結果か

らも社会的事象の意味を多角的に考える力を育成

することに有効であった。手立てとして、個別の

課題追究のワークシートに様々な立場から社会的

事象の意味を考えさせる問いや、東広島市のごみ

袋の有料化に対する学習コーナーを設定するな

ど、一斉授業のパフォーマンス課題と関連させて

きた。しかし、一斉授業では、社会的事象の意味

を六つの様々な立場から考えさせたことに対し

て、個別の課題追究では、社会的事象の意味を一

つ一つの立場から考えさせた。このように、個別

の課題追究と一斉授業の学び合いの間に立場の数

の違いというギャップがあり、パフォーマンス課

題の内容が児童にとってとても難しいものとなっ

た。そのため、順序選択型の単元内自由進度学習

という型通りの単元計画でなく、個別の課題追究

時に児童の学習の理解度を図るチェックテストを

設ける。そうすることで、児童に記述的知識が確

実に定着しているかや各時のねらいが達成できて

いるかを確認し、個別の課題追究と一斉授業の円

滑な接続を目指していきたい。 

○ 本研究では、単元内自由進度学習において、ル

ーブリックを開発し、形成的評価とフィードバッ

クを行うことで、児童は主体的に社会科の見方・

考え方を働かせ、社会的事象の意味を多角的に考

えることができた。そのため、他の単元や、他の

教科にも、ルーブリックを活用し、形成的評価と

フィードバックを基にした、単元内自由進度学習

を広げていくことが大切だと考える。 

 

【注】 
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板書の事例研究」明治図書pp.10-24を参照されたい。 

(2) 詳しくは、奈須正裕（2021）：「個別最適な学びと協働的

な学び」東洋館出版pp.39-60 175-187を参照されたい。 
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